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里
山
を
守
る

た
動
植
物
の
写
真
や
展
示
物
の

な
か
で
、
特
別
目
を
引
い
た
の

　

４
月
29
日
か
ら
５
月
４
日
ま
で
、
流
山
お
お
た
か
の
森
駅
南
口

都
市
広
場
で
開
催
さ
れ
た
流
山
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
同

実
行
委
員
会
主
催
、
流
山
市
共
催
）
に
、
流
山
市
に
あ
る
市
野
谷

の
森
を
中
心
に
自
然
保
護
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
さ
と
や

ま
」
も
展
示
ブ
ー
ス
を
出
し
た
。
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
理
事
で
本
学
卒
業
生

の
斉
藤
裕
（
31
）
さ
ん
に
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
の
意
図
を
聞

い
た
。（
撮
影
：
石
井 

蓮　

日
高
那
侑　

取
材
・
文
： 

石
井
悠
大
）

　

実
際
に
市
野
谷
の
森
（
通
称

お
お
た
か
の
森
）
で
撮
影
さ
れ

は
オ
オ
タ
カ
の
実
物
大
パ
ネ
ル

だ
。
年
ご
と
に
オ
オ
タ
カ
が
無

事
巣
立
っ
た
か
ど
う
か
の
観
察

記
録
も
展
示
さ
れ
て
い
た
。

　

斉
藤
さ
ん
は
高
校
３
年
生
の

時
に
学
ん
だ
環
境
問
題
の
授
業

で
生
態
学
に
興
味
を
持
っ
た
。

江
戸
川
大
学
環
境
デ
ザ
イ
ン
学

科(

現
：
現
代
社
会
学
科)

在

学
中
は
吉
田
正
人
教
授
の
ゼ
ミ

で
生
態
学
、
環
境
教
育
を
学
ん

だ
。

　

在
学
中
に
は
「
環
境
エ
コ
ロ

ジ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
愛
好

会
」
と
い
う
サ
ー
ク
ル
で
、
生

物
調
査
や
ゴ
ミ
拾
い
、
分
別
活

動
な
ど
の
活
動
も
行
っ
て
い

た
。

　

卒
業
後
は
博
物
館
の
協
力
員

な
ど
を
経
て
、
環
境
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
に
勤
務
す
る
か
た

わ
ら
、
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
、
市
野
谷

の
森
を
中
心
に
、
生
物
調
査
や

森
の
手
入
れ
作
業
、
そ
し
て
原

則
、
毎
月
第
一
日
曜
に
自
然
観

察
会
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、

オ
オ
タ
カ
の
繁
殖
状
況
の
調
査

を
行
っ
て
い
る
が
、
一
昨
年
、

そ
し
て
昨
年
は
オ
オ
タ
カ
が
巣

立
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の

背
景
に
は
、
森
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
が
あ
る
と
い
う
。
森

は
こ
の
20
年
近
く
で
面
積
を
急

激
に
狭
め
て
い
る
。
急
激
な
地

域
開
発
が
原
因
だ
。

　

市
野
谷
の
森
は
平
成
11
年
に

県
立
公
園
と
し
て
整
備
す
る
計

画
が
決
定
さ
れ
た
が
、
18
年
以

上
経
過
し
た
現
在
も
実
現
し
て

い
な
い
。
公
園
予
定
地
内
の
営

巣
場
所
に
近
い
民
有
地
で
、
野

外
活
動
を
行
う
団
体
が
木
を
伐

採
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
県
立
公
園
化
を

一
刻
も
早
く
実
現
さ
せ
る
た

め
、
１
万
５
３
６
５
人
も
の
署

名
を
集
め
た
。
そ
れ
ま
で
あ
ま

り
注
目
さ
れ
ず
、
市
の
発
展
に

合
わ
せ
て
消
滅
し
て
い
く
だ
け

だ
っ
た
こ
の
森
に
、
斉
藤
さ
ん

た
ち
の
呼
び
か
け
で
再
び
注
目

が
集
ま
っ
た
。

　
「
流
山
お
お
た
か
の
森
駅
周

辺
は
近
年
の
急
速
な
開
発
で
、

新
た
な
居
住
者
が
年
々
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
人

た
ち
に
市
野
谷
の
森
の
存
在
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
斉
藤

さ
ん
は
思
い
を
話
す
。

　5 月 4 日に、東京情報大

学ケビン・ショート教授を

ガイドに招いて行われた

「おおたかの森探検ツアー」

も NPO さとやまの活動の

一環だ。子どもたちは、森

の植物や生物を、触ったり

見比べたりしながら、自然

観察の楽しさを体験した。

　「答えを押し付けるので

はなく、じっくり自分の頭

で考えさせ、自然に触れあ

うことが重要」と同教授。

「こうした活動で、市野谷

の森が地元民と生物たちの

憩いの場となれば」と斉藤

さん。参加者にはリピー

ターも多く、「子どもが実

際の自然に触れ合える場は

本当に貴重。また来年も機

会があったら来たい」と親

たちにも好評だった。

江
戸
川
大
学
卒
業
生

「
オ
オ
タ
カ
」が
住
む

おおたかの森探検ツアーで、自然を体感

ケビン・ショート教授とツアーに参加した子どもたち ＮＰＯさとやま理事で本学卒業生斉藤裕さん


